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Ⅱ 大阪の景観特性  ～地形特性～ 

■ 地形特性 

大阪は三方を北摂、生駒、

金剛・和泉葛城の山々に囲

われており、淀川、大和川、

石川の河川が流れ西の大

阪湾へと流れ込んでいま

す。大阪の中心には山々を

借景とした大阪平野や丘

陵があります。 

■ 南北断面のイメージ 

北部に位置する北摂山系は扇状地から山麓部にかけて奥行きのある空間となっています。南部に位置する

金剛・和泉葛城山系は、山麓部や丘陵、山間部の集落が一体となった空間が広がります。 

■ 東西断面のイメージ 

大阪湾から生駒山系に掛けて大阪平野が広がっています。東部に位置する生駒山系は勾配が急であるため

平野部から視認しやすくなっています。 

大阪平野 

生駒山系 大阪湾 
上町台地 大阪平野 

西 東 

北 南 

淀川 大和川 
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淀川沿岸 

大阪湾 

大和川沿岸 

北摂山系 

金剛・和泉葛城山系 

生駒山系 
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Ⅱ 大阪の景観特性  ～歴史特性～ 

■ 歴史特性 

歴史的街道が張り巡らさ

れており、寺内町等の多く

の歴史・文化遺産がありま

す。また、巨大な古墳群、

城郭、近代建築物群など古

代から現在に至るまでの

歴史的資源に恵まれてい

ます。 

■ 大阪の地形の成り立ち 

縄文時代前半 
約 7000年～8000年前 

弥生時代後期～古墳時代前期 
約 1800年～1600年前 現代 

上町台地が半島のように突き出

し、その東に河内湾と呼ばれる

内海が広がっていました。 

天満長柄の砂州が北へ伸びきっ

て河内平野への海水の流入をさ

えぎり、河内湖となりました。 

江戸時代以降、大阪湾は埋め立

てがなされ、市街地が大阪湾の

方へ広がりました。 

 

昭和以降の戦後復興や高度経済

成長期に更に埋め立てがなされ

現在の海岸線に至ります。 

江戸時代～明治時代 
約 400年～120年前 

４ 

大阪市中央公会堂 

大阪城 

富田林寺内町 

四天王寺 

百舌鳥古墳群（堺市提供） 

竹内街道 
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Ⅱ 大阪の景観特性  ～都市・インフラ特性～ 

■ 都市・インフラ特性 

商業業務等の機能が集積

する都心を中心に、京都、

神戸、奈良、和歌山等に向

け放射状に都市軸（道路

等）が広がっており、これ

らを結ぶ環状の都市軸が

発達しています。公園等の

水・緑の拠点では人々に潤

いとやすらぎを与え、関西

国際空港等の交通の拠点

を中心として都市が形成

されています。 

■ 市街地の広がり（ＤＩＤ地区の変遷） ※国土数値情報を基に作成 

昭和３５年 昭和４５年 平成２年 平成２２年 
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大泉緑地 

関西国際空港 

千里インターチェンジ周辺 

大阪外環状線 

大阪中央環状線 

国道１７１号 



 

 

 

Ⅱ 大阪の景観特性  ～土地利用特性～ 

■ 土地利用特性 

都心を中心とする都市軸

に沿って放射状に市街地

が広がっています。都心は

多彩な都市機能が集積す

る巨大な都市空間、郊外は

住宅地から農空間まであ

る多様な土地利用となっ

ています。また、ベイエリ

アでは工場や港湾機能か

ら国際交流等の複合機能

を有する地域が広がりま

す。市街地は人々の生活の

営み等により、賑やかで活

気にあふれた空間となっ

ています。 

■ 人々の生活景 

テクノステージ和泉 

ベイエリア（泉大津市） 

千里ニュータウン 

心斎橋筋商店街 大阪駅の横断歩道 

下赤阪の棚田 日根荘大木地区 岸和田だんじり祭 コミュニティイベント 

一般市街地（堺市） 

うめきた 

田園地区（能勢町） 

金剛山山頂 大阪湾の海釣り公園 
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